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1. 諸言 
 バレーボールは，マスメディアを意識したル

ール変更が近年増えている．スムーズな試合進

行やメディアむけのスポーツにするために，多

くのルールが変更されてきた．ルールが変わる

と，プレーヤーは新しいルールに対応しなけれ

ばいけない． 
私の場合，様々なルール変更のなかで，プレ

ーに影響を与えるルール変更は，ネットタッチ

であった．当初ネットタッチは，ネットのいか

なるところにも触れてはいけなかった．ところ

が，平成 21 年ネット上の白帯以外は許される

ことになった．しかし，再び平成 26 年にネッ

トのいかなるところにも触れてはいけなく，変

更された．このルール変更により，ネットタッ

チによる失点が多くなったと感じた． 
つまり，こういったルール変更は，一度慣れ

たアタックやブロック動作に大きな影響を与

えていると感じ，本研究に至った． 
 
2. 研究方法 
 本研究の対象者は，ルール変更以前にあたる

小学校や中学校時代からバレーボールを行っ

ている，Ｂ大学バレーボール部に所属する男女

20 名の部員にアンケート調査を実施した． 
 
3. 結果と考察 
 今回の研究で，私はルール変更によって選手

がルール変更の必要性や変更による有利・不利，

気をつけていること，また怪我が減少したのか

どうかについて興味を持ち，調査を行った．ア

ンケート結果によると，ルール変更が必要だっ

たと答える人が少ないことがわかった．しかし

ネットタッチの限度も分からなくなってきて

いたので，ルール変更されて公平にプレーがで

きるようになったと思えた．プレーヤーはルー

ルが変更されたことによって，どのポジション

であっても攻撃やブロックにおいて不利だと

感じる．今まで気にせずプレーすることができ

ていたが，ネットタッチを気にするあまり，ダ

イナミックにできなくなった． 
ネットタッチになりやすいため，ブロックの

飛ぶ位置をネットから離れたところで飛び，ネ

ット際に立つことのないリベロでもパスはネ

ットに近づき過ぎないように気を付けている

ことがわかった．接触プレーや怪我やパッシン

グが減ったと答える選手より変わらないと答

える選手のほうが多く見られた．ルール変更に

よって怪我やパッシングが減ったとはいえな

いことがわかった． 
 

4. まとめ 
今回，この研究を行って分かったことは，ル

ールが変わり，ネットタッチなどのミスが出て

流れが変わりやすくなった．そこで，今後，ネ

ットタッチを意識したプレーしなければいけ

ないのである． 
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